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研究の概要 

 酵素は，その活性中心にある金属とアミノ酸側鎖の官能基を協調的に作用させること

で，複雑な不斉点を有する天然物を容易に合成する。近年，この酵素の多点認識機能の

概念を人工触媒に導入した多点制御型多機能分子触媒が開発された。この触媒は，従

来型の単一金属中心による錯体触媒とは根本的に異なり，単一触媒中に複数の相互作

用点を組み込み，それぞれが協働的に作用して基質の活性化や空間的配置を定めるこ

とにより不斉触媒機能を発現させる。しかしながら，上記触媒は，二種類の異なるσ配位

ルイス酸触媒を組み込んだ多点認識型触媒であるため，含ヘテロ元素官能基しか活性

化できず，ターゲットとなる反応は主にアルドールタイプの縮合反応に制限されている。

本研究では，世界初となるπ配位ルイス酸金触媒とσ配位ルイス酸触媒を単一配位子

中に集積させた新規協奏触媒を開発し，炭素−炭素不飽和結合の活性化を巧みに利用

した高効率・高選択的な物質創製反応の開発を目的としている。 

研究の成果 

 同一分子内にリン配位子とジアミン配位子を併せ持った新規配位子を合成し，リン配位

子にπ配位ルイス酸金錯体を配位させ，ジアミン配位子にσ配位ルイス酸塩化亜鉛を配

位させることを検討した。ジアミン配位子上の金属は，金属の種類によらず単離精製の

過程で容易に脱離することが分かった。しかしながら，種々検討を行った結果，亜鉛は反

応系中でジアミン配位子に配位していることが分かった。そこで，本触媒を用いてアルキ

ンの活性化を利用した様々な分子変換反応を検討したが，いずれの場合も触媒活性を

示さない結果となった。これは，金と亜鉛が比較的接近した錯体となっているため，1)基

質が金属に配位できないこと，2)金属間の立体反発に起因して亜鉛が脱離し易くなって

いることが原因と判明した。現在，配位子の分子設計を再度検証し，新たな新規協奏触

媒を開発中である。一方，金−有機分子触媒によるリレー反応を用いることで，従来では

困難とされてきた第三級β−ヒドロキシケトンの新規合成法を開発することに成功した。

現在，不斉収率の向上を目指している段階である。本手法により，医薬中間体として重

要な光学活性第三級β−ヒドロキシケトンを容易に合成することが可能となる。 
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